
筆者紹介：

Rob Reederは、

1998年以降、米国ノー

スカロライナ州グリーン

ズボロにあるアナログ・

デバイセズで高速コン

バータ・グループの上級

コンバータ・アプリケー

ション・エンジニアとして

働いています。イリノイ州

デカルブの北イリノイ大

学で1996年にBSEE（電

気工学士）、1998年に

MSEE（電気工学修士）

を取得しています。余暇

には、音楽のミキシング、

美術を楽しむほか、2人

の息子とバスケットボー

ルをしたりします。

クロック信号上のジッタ、またはノイズがA/D
コンバータ（ADC）のタイミングを損なうおそれが
あるのは、ADC用クロックがその入力のスレッ
ショールド領域の付近にあるときだけです。クロッ
ク信号のスルーレートを上げれば、その遷移時間が
短くなり、スレッショールド期間にノイズが存在す
る時間も減少します。このようにして、システムに
生じるRMS（実効値）ジッタが効果的に減少します。
たとえば、70MHzのアナログ入力に対し、RMSジッ
タが最小100fsの12ビットADCの場合は、1V/ns
のスルーレートが必要になります。
このように、ジッタ量を最小にするには、クロック・
エッジのスルーレートを改善しなければなりませ
ん。そのための1つの方法は、クロック源そのもの
の性能を改善させることです。一般にアナログ・デ
バイセズのADCのベースライン性能を評価すると
きには、カスタム品（特注）の高性能クロック発振
器を使用します。高速コンバータのユーザがすべて
高性能の恒温槽型低ジッタ発振器のために必要な
コストやスペースを割くことができるわけではな
いとは思いますが、手頃なコスト効率に優れた発振
器でも、たとえ入力周波数が高くても十分な性能を
発揮することは可能です。市販の発振器を選択する
ときは、ベンダーが必ずしも同じ方法でジッタの仕
様を規定したり測定したりしていないという点を
考慮する必要があります。特定のアプリケーション
向けに最適な発振器を選ぶためのよい方法は、いく
つかの発振器を直接システムの中でテストするこ
とです。この選択だけが唯一の変数になれば、性能
を予測することができます（ただし、発振器ベンダー
が適切な品質管理基準を守っているということを
前提とします）。できれば、発振器メーカーに問い合
わせてジッタや位相ノイズのデータをもらい、デバ
イスの最適な終端方法についてアドバイスしても
らうとよいでしょう。発振器の終端を正しく行って
いないと、コンバータのスプリアスフリー・ダイナ
ミック・レンジ（SFDR）を極端に低下させてしま

うことがあります。
コンバータの性能を最大限に引き出すには、クロッ
ク・システム全体を理解することがとても重要です。
システムのクロック回路のジッタは、さまざまな方
法で低減することができます。たとえば、上述した
ようにクロック源を改善することのほか、フィルタ
リング、周波数の分割、適切なクロック回路ハード
ウェアを選択することなどがあります。クロックの
スルーレートに注意することを忘れないでくださ
い。スルーレートによって、遷移時間の間の、コン
バータ・データを損なってしまうおそれのある、ノ
イズの量が決まります。この遷移時間を最小にする
ことによって、コンバータの性能を高めることがで
きます。シグナル・チェーンの各部品が全体的なジッ
タ量を増大させてしまうため、クロックの駆動と分
配に関しては必要な回路のみを使用するようにし
てください。最後に、ちゃちな（安価な）ハードウェ
アは使わないでください。おそらく十分な性能は得
られません。たとえ7万ドルの車でも20ドルのタイ
ヤでは、レースに勝てるような性能が期待できない
のと同じです。

A.

ジッタを低減させるには、
システム・クロックまたはクロック回路を
どのように改善すればよいでしょうか？

Q.

A/Dコンバータ・クロックからジッタをなくすには
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